








逆流防止術が行なわれた小児VUR32 症例(54 尿管)の臨床的解析を行った。VUR の初発症状

は 77.1%が尿路感染によるものであった。手術が行なわれた年令は 3才以上が 87.5%であっ

た。初発症状から VUR の診断までの平均期間は原発性 2年 7ケ月,続発性 1年 11ケ月であ

った。VURgrade は 98%がⅢ度以上であり,腎の瘢痕性病変は PG-Ⅱ以上が原発性 64.3%,続発

性 69%に認められた。VUR 防止術により water hammer の解除がなされ,腎血流,腎機能の改

善がみられたにも拘らず,腎の scar の改善は余り認められなかった。 


